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報　告　書

市民によるマニフェスト検証大会
開催日　２０１０年９月２０日

開催場所　草 津 アミカ ホ ー ル

主催　市民によるマニフェスト検証大会実行委員会（事務局：社団法人草津青年会議所内）



　市民によるマニフェスト検証大会を終えて

　私たちは、前回の草津市長選に際して公開討論会（２００８年２月１３日）を実施いたしました。

　この市長選では、候補者がそれぞれ充実
した内容のマニフェストを掲げたことによ
り、草津市におけるマニフェスト型選挙の
幕開けとして刻印されました。

　公開討論会では、教育・子育て支援、環
境、福祉・男女共同参画、防犯・防災、経済、
地域文化、市政・財政の７つのテーマで政
策を論じていただき、また候補者間のディ
ベートを試みてみました。

　市長選挙において、どの候補者に今の草津、そして未来の草津を託すべきなのかを市民が
自らコミットすることができたという意
味で、市民主権のまちづくりの新しい一
歩を踏み出したと言っても過言ではあり
ません。

 そして、自分たちが選んだ市長が、ある
いはたとえ支持した候補者とは違った場
合でも「市民との契約」が成立したマニフ
ェストがきちんと守られているのかどう
かをチェックし公表していくことが更なる
市民主権のまちづくりの発展につながる
との信念で昨年の８月２１日、そして今
年の９月２０日と毎年マニフェスト検証
大会を実施してまいりました。

　取り分け、今回は２年目となる市長任期の中間となるものですが、いくつかの課題を残した
とはいえ、市長マニフェストで「２年後、４年後に、市民のみなさまにマニフェストの進行状況を
検証していただき、結果を公表します。」と明記されたことがこうした活動を継続していく上で非常
に大きな意味を持ちました。

  また「 橋川わたるは、強い気持ちで約束を守ります。」 「市民のみなさまも、このマニフェストがし
っかり守られているか、私の仕事ぶりに目を光らせていただき、少しでも守られていないと感じたら、
どうぞ厳しい意見をお聞かせください。」  「事後の検証ができるように、具体的な内容とともに必要
な費用や実施期限なども明示いたしました。」といった、マニフェストを遵守し、またこれを市民から
検証していただくという姿勢こそが市民のモチベーションを高める原動力となっています。
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　そういう意味で、市民と共に草津の未来を創っていくというコンセプトをもった市長を得たこと
に感謝の意を表すると同時に、今後もこうした基本姿勢をマニフェストに掲げる候補者を市民が
選択するという視点が定着することを願っているところです。

　------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　さて、今回の検証にあたってはより多くの市民の皆さまと一緒に幅広い意見を頂戴しながら進
めていきたいとの考えから実行委員会形式を取り、市民活動団体や一般市民の方々に企画運営
への参画を広く呼びかけいたしました。

　しかしマニフェスト検証というと、「立場的に難しい」「行政への批判はできない」といった答え
が返ってくることもあり、マニフェスト＝政治活動であり市民活動の立場では参加すべきではな
いという考え方が根強くあるようです。一方でこれまで行政が公共を担い、また公共の代表者と
して施策を実施してきた時期が続いてきましたが、草津市では先先代の市長が贈収賄で逮捕さ
れるといった衝撃的な事件が発生し、また財政難や多様化する価値観やニーズの中で行政に
公共の担い手として権限をすべて移譲しておくことができない時代となっています。

　そうした中で、今後のまちづくりをどのようにしていくのかという理念を掲げ、またそれを実現し
ていくための具体的施策や手法、期限、財源までも明記するマニフェストを掲げ、任期中はそれに
もとづいて市政を行うということが地域にとって不可欠な要素になりました。

　ただし、これは必要条件であって十分条件ではありません。

　選挙で投票すれば市民としての責任を果たしたことになり後は「すべてお任せしました」と
いうのでは、より良い市政を期待することはできません。地方自治は、市民自治が基本であり、
国政と違って市民の直接関与と代議制度との相互作用によって築き上げていくプロセスこそ
が重要です。

　そこで私たちは、マニフェスト検証の目的をＰＤＣＡサイクルの形成を第一に掲げています。

　すなわち、マニフェストというプランを選挙で選択し、その実行過程をチェックして更に良いも
のにしていくという品質管理のプロセスに市民が直接関与することによって、市民が主役となり、
また主権者としての役割を果たし、このことによって民主主義の質を高めることこそが草津市の
まちづくりにとって最も大切なものだと考えているからです。

　この意味でも、マニフェストの検証は決して批判や反対運動ではありません。

　また、市政の粗探しでも特定の政治主張を持った活動でもありません。

　--------------------------------------------------------------------------------------------　

　ところで、今回の検証大会では現状の問題点について、市民目線で
あえて厳しく指摘させていただきました。

　それは、現状に満足せずよりよい市政を目指す「もっと草津！」宣言（
市長マニフェスト）の趣旨と同じように「もっと草津を良くしたい」との思
いからです。

　こうした活動を通じて、チェック（＝C）がアクト（＝A）につながり、さら
には市民と共にまちづくりのプランづくりやその実現のための実践がま
さに「協働」でなされるようになることを目指していきたいと考えていま
すので、今後もどうぞよろしくお願いいたします。

　最後に、今検証大会にご協力を頂いた市長、行政の皆さま、そして多くの市民の方々に感謝
申し上げます。

市民によるマニフェスト検証大会実行委員会
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問題提起

本検証大会では、検証結果の報告の前にマニフェストサイクルの
重要性とそれを成立させるための諸条件について

問題提起させていただきました。

このコーナーでは、実行委員会事務局長の田村忠義氏からの報告や
検証過程での問題点等についての報告を掲載しています。



１．ＰＤＣＡサイクルの形成に向けて

　マニフェストは、イギリスでは１８３５年に初めてその言葉が使われ、１９０６年に
労働党が政党の公約として初めてマニフェストを出ました。また現在のような冊子として
出されるようになったのは１９３５年の総選挙において保守党が出したものが最初だと
言われています。

　日本では、２００３年４月に行われた統一地方選挙（都道県知事選挙）において当時
三重県知事だった北川正恭氏の提唱によって始まった運動ですが、今や首長選挙ではマ
ニフェストが「標準装備」となり草津市においても２００８年２月の市長選挙から本格
的にマニフェスト選挙がスタートしました。

　このマニフェスト運動が政党からではなく地方自治体から巻き起こったことは偶然で
はありません。三重県は、１９９６年に行政の中で全国に先駆けて「事務事業評価シス
テム」を導入したことをきっかけとして、国では２００１年３月に「行政機関が行う政策
の評価に関する法律」が成立しています。また三重県では２００２年４月からは「事務事
業評価システム」を更に発展させた「政策推進システム」を導入。この経験を更に発展さ
せていくものとして提唱されたのがマニフェスト型の選挙であり、また一連のマネジメン
トサイクル形成です。

　このことから、当検証大会において冒頭に実行委員会事務局長よりマニフェストの
ＰＤＣＡサイクルの重要性について次のとおり報告いたしました。
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　私達は市民が主体的に政治に参加できるシステムを構築するためにマニフェストサイ
クルの実現を目指しています。マニフェストサイクルとは、マニフェストのＰＤＣＡサイク
ルであります。

　このマニフェストを実行に移る前に市民の皆様にはマニフェストを選ぶ権利がありま
す。それが選挙です。

　２００８年社団法人草津青年会議所とまちづくり本舗とが共催し、草津市長選挙マニ
フェスト型公開討論会を開催しました。そこでマニフェストを市民の皆様に発信し、選ば
れたのが今の橋川市長になります。

　そして、そのマニフェストをいよいよ実行に移され、1年目の評価を昨年、橋川市政ロー
カル・マニフェスト検証会と題し、１年目の橋川市政のマニフェスト、及びロードマップの
検証・評価を行いました。

　予算化、実行、評価は毎年行われます。１年単位で検証し、４年を経て、良い意味での
改善を行い、また新しいマニフェストが作られます。マニフェストサイクルが実現すると、

「市民が作り、市民が選び、市民が使う」ローカル・マニフェストに成長します。そんな想
いで本日の検証大会を開催いたしました。

　私たちは先程お話ししたマニフェストサイクルの実現を目指しております。政策批判は
政策論争を行うためのものではなく、マニフェストを有権者・市民の立場から検証・評価を
行うことによりマニフェスト型地域経営の定着と発展を目指すというところにあります。

　私達市民が政治や社会に積極的に参加することで市民の手による協働型市政経営、そ
して真の地方分権社会を形成することができると思います。

問    

題    

提    

起 
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２．マニフェストサイクルを定着させるための前提条件

　マニフェストによるＰＤＣＡサイクルを確立する上で、市民の直接的な関与が基本条
件となります。マニフェストサイクルは、行政内での評価・マネジメントシステムではなく、
市民主権のローカルガバナンスを確立することが主眼となるからです。

　では、市民の直接的な関与はどのようにすれば可能なのでしょうか。　

　まず重要なことは、行政情報を積極的に市民に発信すること、そしてその情報を多くの
市民が活用し評価できるようにすることです。

　今回のマニフェスト検証会は、市長や行政とは完全に独立した組織である市民による
実行委員会で実施いたしました。こうした検証方法は、独立性や公平性という面では理想
的な形態に向かっていると言えるのではないでしょうか。

　しかし、市長や行政の影響力を排除するということは、逆に言うと積極的な協力を得に
くいということを意味します。

　幸い、市長マニフェストでは「２年後、４年後に、市民のみなさまにマニフェストの進行
状況を検証していただき、結果を公表します。」と表明されていることから、私たち市民が検
証を進めていく上で必要な情報の提供は理屈の上では条件が整っていたように思います。

　ところが、実際に検証作業を進めていく中で様々な問題があることが分かりました。

　私たちは特定の限られたメンバーによる検証ではなく、できるだけ多くの市民の皆さま
と共に検証作業を進めていくことを目指していました。そこで、まず「評価・検証シート」を
作成し全市民の１％から回収することを計画しました。

　「評価・検証シート」には、マニフェスト計画に対して実際はどのような状況かということ
を分かりやすく伝えることができないと評価や検証は困難ですが、その作成を行う時点に
おいてはマニフェストの進捗状況の把握をするための資料の入手が非常に難しいのです。
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　例えば、「評価・検証シート」作成を計画した段階では、行政内でのロードマップの
自己評価は作成中であり、市長の自己評価もできていませんでした。そうした中で途
中経過を知ることは市民には不可能です。

　-----------------------------------------------------------------------------------------------------

　これは、そもそも２年目の任期中間の評価とは何時なのか、という問題なのか
も知れません。２００８年３月２１日に就任され２０１２年３月２０日までの
任期であれば、その中間点の２年後とは２０１０年３月からであり、新しい年度
が始まる４月にどのような事業・予算で臨んでいくのかが明確になった時期に実
施するのが理想的です。 でなければ４年後の検証というのは、次の市長選が終
わってから過去を回想するという形になりかねません。

　私たちが準備をスターとさせたのが４月２２日。昨年の１年目の検証会では
「６月議会が終わってからでないと難しい」との市長の意向を受けて開催が８月
にずれ込んだことを踏まえて、早めに準備しましたが、市長の日程の関係で結局は
９月２０日となってしまいました。

　結果として９月開催になった訳ですが、逆算すると７月中には「評価・検証シー
ト」を作成することが必須の日程でした。しかし、その時点では私たちには進捗状
況に関する資料がほとんどありませんでした。

　こうした背景の中で、マニフェストを行政の実施計画として取りまとめた「ロード
マップ」の自己評価の公表を待ちましたが、結局は７月２８日にずれ込んだことか
ら、実行委員会として「評価・検証シート」を完成させることができたのが８月初旬
となり、広く市民の方々にお知らせし協力をお願いするにしては日程的に難しいも
のとなってしまいました。

　-----------------------------------------------------------------------------------------------------

　更に、この状況において「評価・検証シート」をどのように広報し回収するのかを
検討した結果、公共施設への設置と回収のお願いをすることになりました。しかし、
行政から公共施設へ設置することについての協力を得ることができませんでした。

　その原因は、マニフェストが行政の実施計画として取りまとめた「ロードマップ」と
は違うという立場や草津市はマニフェストを政治活動だと位置づけられていること
から起因しているようです。

　この件について、検証会の報告内容は次項のとおりでした。

　また、市長の答弁（資料編参照）についても併せてご覧いただければと存じます。

　一方、市長が「第一回自己評価」（６月７日付）をお出しになったことは、検証する
サイドからすると不可欠なものであり非常に大切なものです。

　４年後の検証時にも是非タイミング良くお出しいただくことを期待しています。
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検証大会での報告より

   私たちは、市長就任１年目となる昨年度も、マニフェストの検証をさせていただきま
した。 マニフェスト進捗状況の初めての評価・検証ということもあり、私たちも試行錯誤
したことを覚えています。

　その中で、草津市の担当窓口に直接お話や資料提供のお願いに行きましたが、お互
い初めてということもあり、なかなか思うように進みませんでした。

　今年は、市長マニフェストで「２年後、４年後に、市民のみなさまにマニフェストの進行
状況を検証していただき、結果を公表します。」と書かれている２年目に当たります。　

　そこで、当委員会は、全市民の1％以上の方にマニフェストの評価を寄せていただくこと
を目標にして評価用の冊子とシートを作成いたしました。しかしこの冊子や評価シートを
配布、回収のご協力をお願いしましたが、公共施設での配布、回収は許可いただくことがで
きませんでした。そこで実行委員会メンバーで手配りしましたが、目標の枚数までたどり着く
ことができませんでした。　

　総じて言えば、私たち市民が自分たちでマニフェストを検証しようとした時にハードルが
多すぎて、施策の実施状況を検証する前に資料を集めたり、調査をしたり、市民に参加を呼
び掛けたりする段階でつまずいてしまうという状況になっています。これでは、マニフェスト
のPDCAサイクルを形成することはできません。　

　市民は活動費や調査力、情報量等において行政と対等ではありませんので、市民との協
働が大切であると言うのであれば、対等性を確保するためには市民のこうした取り組みや
アドボカシー活動なども含めて、行政が積極的に支援・協力することによって相互の対等な
関係が確保されるのではないでしょうか。
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検証結果

検証大会では、評価の悪い施策や自己評価と市民評価に隔たりがあった
施策、更には重要な意味を持つ施策について報告し議論を交わしました。



１．評価の悪い施策と今後の取り組みについて

　市長自己評価の結果では、 Ａ～Dの評価のうちDランクとなった施策が５項目
ありました。この中で特に注目したのは次の２つの施策です。

【上記の中で注目した施策】

①国民健康保険税の引き下げについて

　国民健康保険税の引き下げは、議会でも論議が交わされています。

ここで簡単に紹介させていただきますと、市長は市の現職時には政策推進部長と
いう立場で、予算・決算の大枠については掌握されており、そのことから国保の引
き下げは可能であると判断をし、マニフェストに掲げられたそうです。しかし、平成
２０年度におきまして、後期高齢者医療制度の導入や退職者医療制度が廃止さ
れるなど、国の医療制度改革によって約２億７,０００万円の収支悪化となった
ことから、特定健診・保健指導分を一般会計から新たに繰り出しをしても、なお約
２億円の単年度赤字となり、国保税を引き下げることができないと釈明されてい
ます。

検
　
証
　
結
　
果
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　評価委員の意見では、施策が分かりやすく、マニフェストの目玉ともいうべき市民生
活に直結する施策ですのでこれに期待をして投票された方も多いと思います。安くなる
どころか逆に上がっているとのことで市民にも説明をし、納得していただく必要がある
と考えます。また、この施策を実現させるための手段手法をお考えであるならお願いし
ます。一方で、草津市職員の給料水準が非常に高いと報道されていますが、行政の無
駄をもっと徹底して無くすことによってその財源を確保することができるのではないか
との評価委員の意見もありました。

②市役所職員のボランティア活動

　職員のボランティア休暇の制度を作って、その活用を促進されていることをもってロー
ドマップでは○の評価がなされているようですが、市民感覚から言うと有休によるボラ
ンティアというのは、大変違和感があります。更に、この施策について市長自信はＤとい
う悪い評価にされていますが、市長ご自身でも納得されていない行政の対.について、
何故リーダーシップを発揮されないのかが気になりました。ロードマップで○とした行
政側の感覚をしっかり正すのが市長の責任ではないでしょうか。

　Ｑ：税金の無駄を無くし国保税を下げることはできないか？

【橋川市長】

 　国民健康保険税については結果的にはやむを得ず引き上げることになった。国民健
康保険は、市民の約４分の１の方が加入されている保険制度であり、単に引き下げると
いう目的だけで無制限に一般会計から国保会計に繰り入れるということになと多くの市
民の方の理解が得られないと考えている。

　行政の無駄を無くすことに関して、事業仕分けを実施し昨年度は約１億円の経費削減
を行った。この財源は色々な福祉施策や教育施策などに充てている。

　Ｑ：ボランティアに関して行政の考えは市民感覚から乖離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているのではないか？

【橋川市長】

　ロードマップではボランティア休暇制度を導入するという項目だけをあげたため○とい
う評価となったがボランティア活動の推進については制度をつくることが目的ではなく、
制度を活用する、もしくはしなくても職員として積極的にボランティをしてもらいたいとい
う強い思いがある。強制はできないが、職場風土をつくるなりして更に促進していきたい。

検証大会での論議概要
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２．評価委員着目施策について

　施策を検証する中で、特に注目した施策は次のとおりでした。

①市長の自己評価と市民評価シートの集計結果で開きがあった施策

　「もっと透明」については市長の自己評価ではＡが多くありましたが、市民評価シー
トの結果では市民は必ずしも「透明」ではないと判断しているという傾向がはっきりと
出ています。特に、草津市のホームページは機能性やデザインなど非常に評価が悪い
ようです。実際に私達評価委員もマニフェスト検証のために資料を色々探しましたが、
なかなか探しあてられませんでした。

　１８－１「草津市のホームページの改修」インターネット広報費605万円が評価委
員の意見でも非常に高額と感じられました。削減できないのか、高すぎるのか、妥当な
のか。

　１８－５「不透明な審議会制度の廃止」については、市長の自己評価ではＡでロー
ドマップ評価でも○となっていますが、「審議会等の会議の公開等に関する指針」が平
成２２年９月１０日から施行されたものの、学識経験者や委員の男女比率、市民枠が
芋づる方式指定席になっているのではないかとの疑問、更には議員が何故委員に任命
されているのかといった疑問も寄せられています。

　２０－１「市民参画、住民投票制度、NPO支援などを盛り込んだ自治基本条例の制
定」で、自治体基本条例については市長選において他の候補者が２年かけて作成する
としていましたが、橋川マニフェストでは１年で策定すると約束されていました。しか
し、残念ながら未だに策定には至っていないと同時に、現時点では骨子案が公表され
ているだけで、その議論の過程や進捗状況について詳しい情報がホームページ等に
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は掲載されていません。これも「もっと透明」と掲げられている趣旨とは反するものである
と考えます。

　政策３「もっと安全！」の１４－１「市民センター（公民館）の施設改善と機能充実（専
従職員の配置）」については、市長自己評価ではＡでロードマップでも○の判定ですが、
評価委員としては機能の面で、専従職員が配置されたことによってどのように充実したか
について疑問だとの意見がありましたのでお答えください。また市民センターは日曜日や
祝日が休館日となっていますが、これではまちづくりセンターの機能が果たせるとは思え
ません。更には、日曜・祝日の休館日に諸証明の発行事務をされていましたが、事業仕分
けにより廃止になったことも市民感覚としては納得しかねます。

　最後に、各種計画書
の策定がされていま
す。前方画面の策定・
実行といったものです。
これらは、確かに計画
書が策定され冊子も出
されたりしているようで
すが、その成果や実施
状況について確認する
ことができませんでし
た。もし計画書の策定
だけで実施がされてい
ないものがあるならば、時間と経費の無駄になってしまいますので、どのように各計画でと
りまとめられたものを実現されようとしているのかについては、是非市長にお尋ねさせて
いただきたいと思います。
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　Ｑ：　審議会に市議会議員が入ることの是非は？

【橋川市長】

 　審議会・委員会の委員に議員が就任いただいている点については、議員としてではなく
て、あくまで団体の長とか団体の代表とかいう形で就任をいただいている。 議員の参加に
ついての是非については「何故」という部分が大事。

Ｑ：　市長が考えておられる

　　　　　　　　　「協働」とは？

【橋川市長】

 　協働について、２つの場面がある。一
つは、市民活動団体と行政との協働。もう
一つは地域の団体と行政との協働。公共
的な活動をしていくときに、従来は行政が税金でこれをすべてやっていたが、非常に限ら
れた財源の中ですべてを行政が担うということはできない。協働の取り組みの中で互いに
助け合ってそれぞれの持分や得意の所を出し合って、協力と責任の分担の下に公共的活
動を進めていくことが協働の意味。

　具体的には、市民活動団体と行政との協働として円卓会議や公募提案型事業の制度を
設けた。また地域との関わりの中では、まちづくり協議会に市からのお金でしたり、権限を
お渡ししながら、地域のことは地域で解決できるようなしくみづくりに取り組んでいる。

Ｑ：　「もっと透明！」の評価が低いという結果については？

【橋川市長】

 　「もっと透明！」という施策については、非常に力
を入れてやってきているつもりだ。ホームページは
１９２万円でリニューアルを行い、職員が簡単にコ
ンテンツを作れるようなシステムにしてより多くの
情報を発信できるよう努めてきた。しかし、実際にホ
ームページを使っていただいている方々からもお聞
きをして改善すべきところは改善していこうと思う。

検証大会での論議概要
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感想・アンケート

このコーナーでは、実行委員の感想や
検証大会の会場にて実施した

アンケート結果を掲載しています。



実
行
委
員
の
感
想

（４０代　女性）

　市政についてそれほど興味もなく市長のマニフェストがどうなっているのかなど考えたこともあ
りませんでした。大会に初めて参加してみて草津市のことをこれほど一生懸命考えている市民の
方がいらっしゃって、自分も同じ市民なのだと考えるとなんだか恥ずかしくなったくらいです。

　こうやって私のように、真剣に考える市民がひとりずつ増えて いくことが市民活動の意義なのか
もしれないと思いました。市民が市長や役所の人たちと一緒になって同じ方向を向いて進んでい
けたらどんなにすばらしいだろうと思いました。そんな草津市の未来が見えるようないい大会だっ
たと思いま す。ありがとうございました。

（３０代　男性）
　今回初めてマニフェスト検証会に参加させて頂いて率直な感想は

　　１．自分自身のマニフェストと言うものに対しての勉強不足。

　　２．マニフェストとロードマップの違いがわかっていなかった。

　　３．自分たちの団体がどのようなかかわり（協力）ができるのか理解してなかった。

　　４．草津市（市長）の活動の勉強不足

　自分の課題点は上記の通りです。

　市長のＰＤＣＡのサイクルをチェックする立場に入りながら、草津市のＰをはっき り理解して
いない上でＣ（チェック）するのは、当然市長に対しても失礼な事で、最低でも実行委員に入った
以上しっかり勉強しなくてはいけないと言うのが反省点です。

　ただ、そこまで勉強するのは大変なことで、次に実行委員に入ってほしい方がいた とすれば、

こんなに勉強が必要で、レベルが高い実行委員会は入れないと思うでしょう。いかに簡単にわかり
やすく、重過ぎない実行委員会に出来るかが、実行委員会に入っ て頂きやすく、ひいては当日一
般の市民の方が参加して頂ける検証大会になるのでは と思います。大変難しい実行委員会では
ありますが、自分成長のためにいい会に参加させて頂いている事、ありがたく思っています。

これからもよろしくお願い致します。

実 行 委 員 の 感 想
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当 日 の アン ケ ート結 果

『 市民によるマニフェスト検証大会』に
参加した理由は何ですか？（複数回答可）

今回の『市民によるマニフェスト検証大会』　
の開催は、どこでお知りになりましたか？　

評価した方は、どこでされました
事前に行われた【市民によるマニフェス
ト評価】は知っていましたか？　

あなたの性別は？ あなたの年齢は？



ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

市政について関心がありますか？ 地方行政を身近に感じますか？　

今の行政は地域の実情が反映されている
と思いますか？　

『市民によるマニフェスト検証大会』に
参加してみていかがでしたか？

今回の検証大会で、市政に対する
意識は向上しましたか？　

４年目も『市民によるマニフェスト検証大会』
を実施した方が良いと思いますか？
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４年目も『市民によるマニフェスト検証大会』
を実施した方が良いと思いますか？
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検証大会での論議や資料等については、
別冊の「資料編」をご覧ください。

資料編
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